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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
口

本
所
有
の
単
な
る
報
酬
と
し
て
の
み
受
取
ら
れ
る
と
い
う
意
味
の
場
合
で
、
第
二
は
、

れ
る
と
こ
ろ
の
利
子
に
ま
で
配
当
そ
の
も
の
が
縮
減
せ
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
場
合
で
あ
る
。

ー

第
二
十
五
巻

第
四
号

こ
の
両
者
は
、
密
接
に
相
関
連

総
利
潤
が
企
業
家
利
得
と
共
に
そ
れ
に
分
割
せ
し
め
ら

創
業
利
得
に
つ
い
て
の
論
議
は
当
然
に
配
当
に
つ
い
て
の
論
議
を
含
む
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
配
当
の
規
定
に
つ
い
て
種
々
の
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
心
の
問
題
は
配
当
の
利
子
化
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
配
当
の
利
子
化
と
は
二
重
の
意
味
で
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
一
は
、
配
当
を
資
本
還
元
し
た
と
こ
ろ
の
擬
制
価
格
で
株

式
を
買
う
株
主
に
と
つ
て
は
、
配
当
が
利
子
と
共
に
企
業
家
利
得
を
も
即
ち
総
利
潤
を
包
含
す
る
場
合
で
も
、

そ
れ
は
利
子
の
形
態
で
即
ち
資

第
一
節
の
註
三
に
掲
げ
た
諸
論
文
に
お
い
て
も
、

別

府

正

十

郎

と
く
に
配
当
の
利
子
化
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
|
|

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
ロ
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せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

も
に
進
行
す
る
―
つ
の
歴
史
的
過
穏
で
あ
る
。
株
式
会
社
が
支
配
的
形
態
で
は
な
く
、
株
式
の
売
買
可
能
性
が
発
展
し
て
い
な
い
あ
い
だ
は
、

：
畜
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
、
土
↓
‘
‘
、
:
‘
、
:
‘
、
:
‘
、
、
:
‘
、
、
、
、

配
当
の
う
ち
に
も
だ
け
で
は
な
く
企
業
者
利
得
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

業
は
、
産
業
資
本
へ
の
そ
の
転
化
が
こ
れ
ら
の
資
木
家
に
平
均
祠
潤
で
は
な
く
た
だ
平
均
科
子
を
も
た
ら
し
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
貨
幣
資

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
「
し
た
が
つ
て
、

配
当
を
経
済
的
範
疇
た
ら
し
め
る
た
め
に
は
、

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
明
確
に
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

か
く
て
、
株
式
企
業
が
行
き
わ
た
る
限
り
で
は
、
今
や
産

J

の
利
子
へ
の
帰
着
は
、

株
式
制
度
お
よ
び
証
券
取
引
所
の
発
展
と
と

さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
「
準
備
金
」
）
と
規
定
」
（
九
0
頁
）
せ
ら
れ
る
教
授
は
、

配
当
の
利
子
化
を
も
つ
ば
ら
前
述
の
第
一
の
意
味
に
お
い
て
把
握

技
術
的
要
請
な
ら
ざ
る
経
済
的
要
請
に
よ
っ
て
、
利
子
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
と
し
て
で
な
く
、

な
い
。
」
（
長
坂
聰
、
創
業
利
得
の
一
考
察
、
東
大
社
研
究
紀
要
、
社
会
科
学
研
究
、
第
一

0
巻
、
第
四
号
、

一
九
五
八
年
十
二
月
、
九
一
頁
）
と
。

配
当
を
こ
の
よ
う
に
「
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
で
は
あ
り
え
」
（
九
一
頁
）
ず
、
「
利
潤
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
重
役
配
当
（
あ
る
い
は

利
欄
マ
イ
ナ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
で
な
け
れ
ば
な
ら

技
術
的
に
不
可
欠
と
見
な
さ
れ
る
諸
費
用
が
舷
要
悪
と
し
て
控
除
せ
ら
れ
る
と
い
う
規
定
に
お
い
て
、

う
。
配
当
は
…
…
そ
れ
が
個
人
企
業
に
お
け
る
蓄
積
基
金
の
株
式
会
社
に
お
け
る
代
替
物
で
あ
り
、

し
か
も
創
業
利
得
の
源
泉
で
あ
る
と
い
う

配
当
は
経
済
的
範
疇
た
り
う
る
で
あ
ろ

の
大
き
さ
で
あ
る
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
を
加
え
た
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
る
よ
り
、

産
業
利
躙
の
す
べ
て
を
包
括
す
べ
ぎ
要
謂
を
も
ち
な
が
ら
も

混
同
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
と
同
時
に
、
何
れ
か
一
方
を
否
定

第
二
十
五
巻

し
去
つ
て
、
配
当
の
利
子
化
と
い
う
こ
と
を
も
つ
ば
ら
一
方
の
意
味
に
お
い
て
の
み
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
も
誤
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

配
当
が
何
ら
か
の
経
済
学
的
規
定
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
る
長
坂
聡
教
授
は
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
韮
業
利
潤
か
ら
す
れ
ば
外
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
確
定
量
で
あ
る
利
子
に
、

技
術
的
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
性
質

第
四
号
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等
し
い
』
、

と
言
い
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
配
当
が
、
株
式
が
請
求
し
う
る
唯
一
の
収
益
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
収
益
を
利
子
率
（
あ

る
い
は
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
）
で
資
本
還
元
し
た
株
式
価
格
は
、
額
面
価
格
を
越
え
う
る
は
ず
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ミ
ア
ム
に
等
し
い
。
し
た
が
つ
て
、

れ
る
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

を
引
用
さ
れ
た
上
で
、

こ
の
後
も
配
当
を
言
う
時
に
は
彼
は
、

い
で
あ
ろ
う
。
」
（
七
五
頁
）
、
「
配
当
の
『
利
子
化
』

そ
し
て
、
「
し
か
し
な
が
ら
本
来
、

R
e
d
u
k
t
i
o
n
 a
u
f
 Z
i
n
s
と
は
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
は
、
「
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

本
を
も
つ
て
、
経
営
さ
れ
る
。
…
…
そ
れ
ゆ
え
、
株
式
形
態
で
投
下
さ
れ
る
貨
幣
資
本
に
主
観
的
に
貸
付
資
本
す
な
わ
ち
利
子
附
資
本
の
性
格

を
与
え
る
前
述
の
諸
契
機
は
、
株
式
収
益
の
利
子
へ
の
帰
着
を
説
明
す
る
に
は
充
分
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
実
際
、
こ
れ
に
よ
っ
て

は
不
可
解
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
、

金
融
資
本
論
、

配
当
の
利
子
化
と
は
、
配
当
が
、

岡
崎
次
郎
誤
、
岩
波
文
庫
、

上、

第
四
号

し
た
が
つ
て
、

配
当
が
…
…
…
利
子
に
ま
で
『
縮
減
』

得
と
共
に
そ
れ
に
分
割
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
利
子
に
ま
で
『
縮
減
』
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
五
頁
）
と
い
わ

産
業
利
潤
中
の
配
当
の
大
き
さ
の
規
定
に
さ
い
し
て
：
・
…
…
利
子
は
、
何
ら
の
規
定
要
因
で
は
な

少
く
と
も
、

r
e
d
u
z
i
e
r
e
n
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
（
七
四
頁
）
と
主
張
さ
れ
、
更
に
、
す
で
に
本
統

H
の

第
二
節
第
1
項
三
五
頁
に
お
い
て
引
用
し
た
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
創
業
利
得
の
定
式

G
g
11 l_Q~E: 

ー
1

噂
（
長
坂
教
授
は
、
こ
れ
は
翌
涛

き

g
1
1
[
i
ー
応
〗
〗
と
書
き
変
え
て
差
支
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

I

七
七
頁
ー
）
に
、
同
じ
く
太
稿
の
H
第
二
節
第
1

手
一
二
三l
-―
一
五
頁
に
お
い

て
引
用
し
た
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
例
証
の
数
字
を
あ
て
は
め
ら
れ
た
上
で
、
「
す
な
は
ち
配
当
は
『
例
証
』
に
お
け
る
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ

麟
躇
な
く
、
『
配
当
は
元
来
は
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に

第
二
十
五
巻

~ 
産
業
利
欄
が
企
業
家
利

一
七
八
ー
ー
一
七
九
頁
、
傍
点
は
長
坂
教
授
）

、
、
、
0

畜
ヽ
｀
ヽ
、
、
、
、
＂
シ
、
、

"

0

、
、
、
、
、
、
、
、
≫

は
、
利
欄
の
他
の
部
分
、
す
な
わ
ち
平
均
利
調
マ
イ
ナ
ス
利
子
、
す
な
わ
ち
本
来
の
企
業
者
利
得
に
等
し
い
部
分
は
、
ど
こ
に
消
え
た
の
か
、
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に
お
い
て
は
、
株
主
の
貨
幣
資
本
家
と
し
て
の
性
格
も
未
熟
で
あ
っ
て
、

配
当
の
こ
の
よ
う
な
把
撰
か
ら
は
、
創
業
利
得
の
説
明
は
拒
否
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
」
（
七
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
さ
き
に
引
用
さ
れ
た
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
論
述
は
、

当
の
利
子
化
を
の
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
株
式
会
社
が
支
配
的
形
態
で
は
な
く
、
株
式
の
売
買
可
能
性
が
発
展
し
て
い
な
い
あ
い
だ
」
は
、

畜
ヽ
ヽ
畜
。
、
、
、
、
冨
ヽ
、
、
、

株
式
企
業
の
機
能
資
本
が
生
み
だ
し
た
産
業
利
憫
中
の
利
子
分
の
み
な
ら
ず
企
業
家
利
得
分
を
も
含
ん
で
い
た
配
当
が
、

証
券
取
引
所
の
発
展
」

と
と
も
に
、

、
、
、
、
.
、
、
`
‘
、
、
、
。
、
、
`

そ
の
機
能
資
本
が
生
み
だ
し
た
産
業
利
潤
巾
の
祠
子
分
の
み
し
か
配
当
が
含
ま
な
く
な
っ
た
と
ヒ
応
フ
ァ

デ
ィ
ン
グ
は
い
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
株
式
会
社
が
支
配
的
形
態
」
と
な
り
「
株
式
の
売
買
可
能
性
が
発
展
」
し
て
も
、

は
株
式
企
業
の
機
能
資
本
が
生
み
だ
し
た
産
業
利
潤
中
の
利
子
と
企
業
家
刹
得
を
含
み
う
る
の
で
あ
り
、

と
企
業
家
利
得
と
を
含
ん
で
い
て
も
、
「
株
式
制
度
お
よ
び
証
券
蚊
引
所
の
発
展
」
は
、

、
、
、
、
冒
•
,
.
‘

投
下
し
た
貨
幣
資
本
額
に
対
し
て
は
、
利
子
に
し
か
当
ら
な
い
も
の
に
し
て
し
ま
う
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即
ち
、
発
展
の
未
熟
な
段
階

ヽ株
主
は
、
機
詫
資
本
家
と
し
て
の
資
格
に
お
い
て
、
配
当
を
企
業
家

利
得
を
も
含
ん
だ
も
の
と
し
て
受
取
る
の
で
あ
る
。

、
、
、
、
、
、
、

る
株
主
に
と
つ
て
の
「
利
子
へ
の
帰
着
」
で
あ
っ
て
、

配
当
が
総
利
潤
、
ま
た

第
二
十
五
巻

長
坂
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
前
述
の
第
二
の
意
味
に
お
い
て
配

「
株
式
制
度
お
よ
び

か
く
て
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
こ
こ
で
論
じ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
第
一
の
意
味
に
お
け

第
二
の
意
味
に
お
け
る
と
こ
ろ
の
「
産
業
利
欄
が
企
業
者
利
得
と
共
に
そ
れ
に
分
割
せ

ら
れ
る
と
こ
ろ
の
利
子
に
ま
で
『
縮
減
』
さ
れ
る
こ
と
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
五
頁
）
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

は
そ
れ
か
ら
必
要
窪
費
を
引
い
た
だ
け
の
も
の
、
し
た
が
つ
て
利
子
と
企
業
家
利
得
を
合
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
と
い
う
よ
り
こ
の
こ
と
を
前
提

（
註
一
）

し
た
上
で
株
主
に
と
つ
て
の
配
当
の
利
子
化
の
歴
史
的
発
展
を
彼
は
こ
こ
で
諭
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
引
用
文
の
す
ぐ
前

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

.
、
・
・
、

．．
 

J

の
よ
う
な
配
当
ぷ
株
主
に
と
つ
て
は
、
即
ち
彼
の

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
配
当
が
利
子

第
四
号

―
二
四

配
当
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にこ
ヽ

で
あ
る
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得

□

長
坂
教
授
は
、
先
に
引
用
し
た
と
こ
ろ
か
ら
明
か
な
る
如
く
、

で
、
彼
が
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
株
主
は
、
彼
の
株
式
の
、

さ
て
、
次
に
、
長
坂
教
授
が
、

第
四
号

―
二
五 創

業
利
得
の
説
明
は
拒
否

一
七
八
ー
一
七
九
頁
）
と
い
う
問
題
が
提
起
で
き
た
の
で
あ
り
、

ま
た
、

企
業
家

配
当
が
企
業
家
利
得
を
合
ん
で
行
わ
れ
る
と
い
う
前
提
の
も
と

一
七
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

こ
の
市
場
の
成
立
が
、
初
め
て
…
…
…
株

す
な
わ
ち
利
潤
に
対
す
る
彼
の
請
求
権
の
、

し
う
る
地
位
に
あ
り
、
…
…
こ
の
売
却
可
能
性
は
…
…
証
券
取
引
所
に
よ
っ
て
、
作
り
出
さ
れ
る
。

式
資
本
に
、
全
く
貨
幣
資
本
の
性
格
を
与
え
る
。
…
…
…
か
く
て
自
由
な
貨
幣
資
本
は
…
…
…
利
子
附
資
本
と
し
て
、

株
式
へ
の
投
下
を
競
争

、
、
、
、
畜
ヽ

す
る
。
こ
れ
ら
の
種
々
の
投
下
可
詫
性
を
め
ぐ
る
競
争
は
、
株
式
の
価
格
を
確
定
利
子
附
投
下
の
価
格
に
接
近
さ
せ
て
、
株
主
に
と
つ
て
産
業

利
潤
か
ら
の
収
益
を
利
子
に
帰
着
さ
せ
る
。
（
傍
点
は
別
府
）
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
、
前
掲
書
、

こ
の
よ
う
に
産
業
資
本
に
転
化
さ
れ
た
株
式
資
本
が
平
均
利
潤
を
生
み
、

株
主
に
と
つ
て
の
配
当
の
利
子
化
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
「
利
潤
の
他
の
部
分
…
…
…
す
な
わ
ち
本
来
の
企
業
家
利
得
に
等
し
い
部

分
は
、
ど
こ
に
消
え
た
の
か
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
、
前
掲
書
、

利
得
の
一
括
前
取
り
と
し
て
の
創
業
利
得
と
し
て
解
決
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
創
業
利
得
の
定
式
に
お
い
て
、

被
減
数
の
分
母
に
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム

に
等
し
い
配
当
率
を
置
い
た
こ
と
を
も
つ
て
、
前
段
ま
で
に
吟
味
し
て
き
た
個
所
と
共
に
、

売
却
に
よ
っ
て
、
彼
の
資
本
を
随
時
回
収

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
配
当
の
莉
子
化
を
前
述
の

第
二
の
意
味
に
お
い
て
把
え
て
い
た
こ
と
の
例
征
と
さ
れ
、
「
し
た
が
つ
て
、
配
当
の
こ
の
よ
う
な
把
握
か
ら
は
、

さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
詰
、
七
八
頁
）
と
し
て
、
こ
れ
を
も
つ
て
誤
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
分
罷
の
利
子
。
フ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
を
配
当
率
と

第
二
十
五
巻

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



千
株
発
行
す
れ
ば
、
株
価
総
額
は
擬
制
資
本
額
一
九

0
万
マ
ル
ク
に
等
し
く
な
り
、
九

0
万
マ
ル
ク
の
創
業
利
得
が
成
立
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
は
創
業
利
得
は
額
面
超
過
金
に
等
し
い
の
で
あ
る
。

あ
る
こ
と
は
既
に
第
二
節
に
お
い
て
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
創
業
利
得
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、

配
当
率
は
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア

一
註
二
）

A
率
と
等
し
い
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
出
づ
る
も
の
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

Hl
の
場
合
に
は
創
業
利

即
ち
、
創
業
利
得
を
「
株
式
価
格
と
額
面
価
額
の
差
」
と
す
る
か
ぎ
り
、

そ
し
て
か
か
る
創
業
利
得
の
規
定
は
長
坂
教
授
も
と
ら
れ
る
も
の
で

場
合
に
は
、

―
―
―
-
％
の
配
当
率
は
前
例
と
は
逆
に
分
子
に
く
る
。

し
か
し
こ
の

こ
の
場
合
に
は
、

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
、
配
当
率
一
三
％
の
も
の
を
、

額
面
総
額
が
機
能
資
本
一

0
0万
マ
ル
ク
に
等
し
く
な
る
よ
う

（口）

額
面
超
過
金
を
も
つ
て
創
業
形
得
を
え
ん
と
す
れ
ば
、

し
か
も
、
九

0
万
マ
ル
ク
の
創
業
利
得
も
成
立
し
て
い
る
。

そ
し

一
千
九
百
株
発
行
す
れ
ば
、
配
当
率
は
七
％
で
利
子
率

0) 

分
子
を
も
こ
の
よ
う
な
配
当
即
ち
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
に
分
子
を
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
と
醤
く
限
り
創
業
利
得
を
説
明
で
き
な
い
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、

デ
ィ
ン
グ
の
こ
の
綸
述
は
こ
の
よ
う
に
解
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
、
ま
た
は
、
そ
う
解
す
る
以
外
に
道
の
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
五
％
、
管
理
費
・
役
員
配
当
等
二
万
マ
ル
ク
、

例
え
ば
、
本
稿

H
の
第
二
節
第
I
項
三
八
頁
の

I
に
お
い
て
み
た
場
合
の
如
く
、

支
配
的
利
子
率
五
％
、
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
ニ
％
、
こ
の
場
合
、

も
の
を
、
そ
の
額
面
総
額
が
擬
制
資
本
額
一
九

0
万
マ
ル
ク
に
等
し
く
な
る
よ
う
に
、

プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
に
等
し
く
、
株
価
は
額
面
額
に
等
し
い
が
、

て
、
こ
の
場
合
に
は
、
七
形
の
配
当
率
は
分
母
に
お
か
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
前
例
の
場
合
の
よ
う
に
創
業
利
得
を
額
面
総
額
の
な
か
に
含
め
ず
、

い
っ
た
こ
と
か
ら
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

第
二
十
五
巻

産
業
企
業
の
機
能
資
本
一

0
0万
マ
ル
ク
、
利
潤
率

第
四
号

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
の

―
二
六

ヒ
ル
フ
ァ
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得

□

あ
り
、
そ
し
て
、
そ
れ
故
に
、

（
陸
―
i

)

（
註
匹
i

)

る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

第
四
号

と
こ
ろ
で
、
以
上
で
は
、
配
当
率
を
額
面
額
に
対
す
る
配
当
額
の
割
合
を
い
う
も
の
と
し
て
き
た
。

で
あ
っ
て
、
機
能
資
本
に
対
し
て
は
、
管
理
費
、
重
役
配
当
を
加
え
れ
ば
、

一
五
形
の
利
潤
率
に
当
る
。

―
二
七

し
か
も
、
配
当
率
は
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
の
七
％
で
し
か
な
い
。
即
ち
、
創
業
利

得
を
額
面
超
過
金
と
必
ず
し
も
同
一
視
し
な
い
限
り
、
教
授
の
よ
う
に
解
す
る
以
外
に
道
の
な
い
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

⑪
の
場
合
に
は
、
収
益
即
ち
利
欄
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
重
役
配
当
に
等
し
い
の
で
あ
っ

し
か
し
な
が
ら
、
い
の
場
合
も
⑪
の
場
合
も
、
配
当
総
額
は
一
三
万
マ
ル
ク

い
の
場
合
、
額
面
に
対
す
る
配
当
率

配
当
総
額
の
二
二
万
マ
ル
ク
は
機
能
資
本
に
対
し
て
は
正
に
利
子
プ
ラ
ス
企
業

家
利
得
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
配
当
が
企
業
家
利
得
を
含
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
こ
の
場
合
に
も
創
業
利
得
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
長
坂
教
授
が
配
当
は
「
利
躙
マ
イ
ナ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
わ
れ
る
場

合
に
は
こ
の
よ
う
に
機
能
資
本
に
対
す
る
も
の
と
し
て
配
当
を
み
て
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
場
合
、
配
当
を
「
現
実
の
機
詑
資
本
」

と
の
関
連
で
み
た
と
き
、
初
め
て
配
当
は
利
潤
即
ち
刹
子
プ
ラ
ス
企
業
家
利
得
と
い
う
内
容
に
お
い
て
規
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
配
当
も
無
機
能
化
し
た
株
主
に
と
つ
て
は
利
子
。
フ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
し
か
当
ら
な
い
。

子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
等
し
い
配
当
が
株
主
が
請
求
し
う
る
唯
一
の
収
益
」
と
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
創
業
利
得
は
成
立
し
う
る
の
で

い
の
例
で
み
た
よ
う
に
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
等
し
い
配
当
率
と
し
て
定
式
の
分
母
に
現
象
し
う

合
も
、
こ
の
点
で
は
同
様
で
あ
る
。

は
利
子
率
。
フ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
七
％
で
あ
っ
て
も
、

て
、
配
当
率
は
「
利
潤
マ
イ
ナ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
」
な
の
で
あ
る
。

は
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
と
な
っ
た
が
、

得
は
成
立
し
て
い
る
が
、
額
面
超
過
金
は
な
い
。

第
二
十
五
巻

か
か
る
意
味
で
は
、
「
利

回
の
場

し
た
が
つ
て
、
い
の
場
合
に
は
配
当
率
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プ
レ
ミ
ア
ム
に
し
か
当
ら
な
い
。

ク
と
一
寸
に
な
る
。

グ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
く
。

（ハ）

い
回
の
場
同
と
同
様
に
、

で
あ
る
。

配
当
は
企
業
家
利
得
を
合
ん
で
な
く
、

上
述
の
創
業
利
得
の
定
式
の
分
饂
に
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
を
配
当
率
と
し
て
置
い
た
こ
と

は
、
前
述
の
第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
を
い
つ
て
い
る
わ
け
で
、

化
即
ち
分
子
に
来
る
配
当
が
利
子
に
等
し
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
い
つ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
当
ら
な
い
。

ン
グ
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
長
坂
教
授
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
で
は
「
配
当
は
全
く
利
子
と
同
義
語
に
な
っ
て
い
る
」

％
、
危
険
プ
レ
ミ
ア
さ
一
％
と
す
る
。

こ
の
場
合
、

機
能
資
本
一

0
0
万
マ
ル
ク
、

正
に
、

配
当
1
1
利
子
で
あ
る
。

配
当
は
株
主
に
対
し
て
の
み
な
ら

管
理
費
・
役
員
配
当
二
万
マ
ル
ク
、

前
褐
誌
、
七
七
頁
）
と
い
わ
れ
る
二
つ
の
い
づ
れ
の
場
合
も
、

か
く
て
、 株

式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

そ
れ
は
配
当
率
が
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
に
ま
で
縮

第
二
十
五
巻

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ

（
長
坂
聰
、

配
当
の
利
子
化
を
前
述
の
第
一
の
意
味
に
お
い
て
把
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の

と
こ
ろ
で
、
配
当
の
利
子
化
は
、
前
述
の
第
二
の
意
味
も
も
つ
て
い
る
。

、

、

"

．

減
さ
れ
る
場
合
の
よ
う
に
瞑
接
的
に
表
躙
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

。
、
、

例
示
の
場
合
の
ご
と
き
間
接
的
な
場
合
も
み
ら
れ
る
。
本
項
で
さ
き
に
み
た
い
⑪
に
対
し
て
、
り
と
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

す
で
に
本
稿

H
の
第
二
節
第
I
項
三
九
頁
で

I
と
し
て
掲
げ
た

利
潤
率
一
五
形
、

支
配
的
利
子
率
五

一
株
の
額
面
千
マ
ル
ク
、
配
当
率
一
三
形
と
す
れ
ば
株
価
は
千
九
百
マ
ル
ク
で
九
百
マ
ル

そ
こ
で
約
五
一
―

1
0株
を
発
行
す
れ
ば
、
額
面
総
額
は
五
三
万
マ
ル
ク
で
あ
る
が
発
行
価
格
総
計
は
一

0
0
万
マ
ル

こ
の
場
合
、
配
当
率
は
一
―
―
―
形
で
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
よ
り
六
形
高
い
が
、
配
当
額
は
額
面
千
マ
ル
ク
で
あ

る
か
ら
一
株
当
り
ニ
―

-
0
マ
ル
ク
総
計
約
七
万
マ
ル
ク
で
機
能
資
本
一

0
0
万
マ
ル
グ
総
利
潤
一
五
万
マ
ル
ク
に
対
し
て
は
利
子
プ
ラ
ス
危
険

こ
れ
を
も
つ
て
、
前
述
の
第
二
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子

第
四
号

―
二
八
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

八
頁
)
|
|
．
第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
の
発
展
|
ー

0

そ
し
て
、

第
四
号

そ
し
て
更
に
、

ー
ニ
九

教
授
が
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
第
一
の
意

独
占
資
本
主
義
の
よ
り
一
層
の
発
展
は
、

J

の
よ
う
な
第
二
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
は
、

利
潤
か
ら
配
当
を
差
引
い
た
残
り
の
六
万
マ
ル
ク
の
企
業
家
利
得
は
、

資
本
還
元
さ
れ
て
創
業
利
得
と
な
る
こ
と
な
く
、
年
々
会
社
の
手
に
残

意
味
に
お
け
る
も
の
を
意
味
す
る
。

配
当
は
利
子
に
「
縮
減
」
さ
れ
て
お
り
、
配
当
の
利
子
化
は
、
こ
の
場
合
、
前
述
の
第
二
の

し
た
が
つ
て
ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
、
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
あ
っ
て
も
、
創
業
利
得
は
成
立
し
え
な
い
。

つ
て
い
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
理
解
は
創
業
利
得
を
額
面
超
過
金
と
す
る
考
え
方
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。

第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
即
ち
配
当
が
利
子
プ
ラ
ス
企
業
家
利
得
で

あ
っ
て
も
株
主
に
と
つ
て
は
利
子
の
形
態
で
の
み
受
取
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、

利
子
に
等
し
い
配
当
が
株
主
の
請
求
し
う
る
唯
一
の
収
益
に
な

つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
前
提
の
上
に
、
そ
の
発
展
と
し
て
可
能
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
利
子
の
み
な
ら
ず
企
業
家
利
得
も
含
ん
だ
配

当
が
、
「
株
式
会
杜
が
支
配
的
形
態
で
は
な
く
、
株
式
の
売
買
可
能
性
が
発
展
し
て
い
な
い
あ
い
だ
」
は
株
主
に
と
つ
て
も
利
子
の
み
な
ら
ず

企
業
家
利
得
も
合
ん
だ
も
の
と
し
て
受
取
ら
れ
て
い
た
の
が
、
「
株
式
制
度
お
よ
び
証
券
取
引
所
の
発
展
」
は
「
株
式
の
価
格
を
確
定
莉
子
附

投
下
の
価
格
に
接
近
さ
せ
て
、
株
主
に
と
つ
て
産
業
利
潤
か
ら
の
収
益
を
利
子
に
帰
着
さ
せ
る
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
、
前
掲
書
、

子
に
「
縮
減
」
せ
し
め
る
に
至
る
ー
ー
第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
の
第
二
の
意
味
に
お
け
る
そ
れ
へ
の
発
展
ー
—
°

者
は
躙
実
の
歴
史
に
お
い
て
は
か
ら
み
合
っ
て
進
行
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
諭
理
的
に
は
厳
密
に
区
別
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

し
か
る
に
長
坂
教
授
は
こ
の
第
一
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
を
理
解
さ
れ
な
い
。

味
で
の
べ
て
い
る
配
当
の
利
子
化
を
こ
の
第
二
の
意
味
の
も
の
と
混
同
さ
れ
て
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
を
非
難
さ
れ
る
。

第
二
十
五
巻

一
七
七
ー
一
七

配
当
そ
の
も
の
を
利

勿
論
こ
の
両

ず
、
会
社
に
と
つ
て
も
利
子
に
し
か
当
ら
な
い
。
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ン
グ
を
こ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
所
以
は
、

い
る
か
ら
で
、
少
く
と
も
、

（
註
一
）あ

る
に
す
ぎ
ず
、

み
た
い
。

ひ
と
つ
に
は
、
す
で
に
み
た
如
く
、

第
二
十
五
巻

か
か
る
場
合
の
み
を
前
提
に
し
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

点
と
思
わ
れ
る
が
、
株
式
会
社
を
資
本
集
中
機
構
と
し
て
の
み
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

長
坂
教
授
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
の
次
の
一
文
即
ち
「
利
子
率
の
低
下
と
し
て
印
象
さ
れ
る
も
の
は
、

他
方
、

創
業
利
得
に
は
ま
す
ま
す
全
企
業
者
利
得
が
資
本
還
元
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。
…
…
．．． 
合
衆
国
で
は
鉄
道
社
債
の
利
子
が
、
今
日

の
三
・
五
％
に
対
し
て
七

0
年
代
に
は
七
％
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

業
者
た
ち
に
よ
っ
て
資
本
遠
元
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
株
式
、
社
債
の
収
益
が
ま
す
ま
す
単
な
る
利
子
に
ま
で
縮
減

r
e
d
u
z
i
e
r
e
n

さ
れ

る
が
故
に
創
業
利
得
が
増
大
傾
向
を
も
つ
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
故
に
も
ま
た
重
要
で
あ
る
。
」

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,
D
a
s
 F
i
n
a
n
z
 ,
 

k
a
p
i
t
a
l
,
 
S
.
 
1
7
8
.
 

阜
歪
双
聰
、
荷
5

坦
雰
砂
、
七
五
頁
）
を
引
用
さ
れ
た
上
で
、

得
部
分
を
排
除
し
て
ゆ
き
、

取
る
配
当
及
社
債
利
子
が
、

「
配
当
の
利
子
化
と
は
明
ら
か
に
、
配
当
が
こ
れ
ま
で
含
ん
で
い
た
企
業
者
利

利
子
部
分
に
接
近
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
五
頁
、
註
③
）
と
解
さ
れ
る
が
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
が

こ
こ
で
い
つ
て
い
る
こ
と
は
、

や
は
り
、

第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
で
、
第
二
の
意
味
の
も
の
で
は
な
い
。

株
主
及
社
債
権
者
に
と
つ
て
も
即
ち
彼
ら
が
そ
れ
ら
の
購
入
の
た
め
に
支
出
し
た
貨
幣
資
本
額
に
対
し
て
も
、

ら
ず
企
業
者
利
得
を
も
含
ん
で
い
た
の
が
「
擬
制
資
本
市
場
す
な
わ
ち
取
引
所
の
発
展
」

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,
a. 
a. 
0
.
 
S
.
 1
7
8
.
)

の
結
果
、
彼
等
に
と
つ
て
利

子
に
し
か
当
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
は
七
％
の
う
ち
に
企
業
者
利
得
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
部
分
が
、

今
日
で
は
創

即
ち
、
株
主
及
社
債
権
者
の
受

利
子
の
み
な

そ
し
て
こ
の
場
合
は
、
前
に
み
た
④
の
場
合
に
当
る
の
で
あ
っ
て
、
三
・
五
％
と
い
う
の
は
分
母
に

な
る
わ
け
で
、
こ
の
分
母
の
数
の
減
少
即
ち
利
子
率
へ
の
接
近
は
、
そ
れ
だ
け
擬
制
資
本
額
こ
の
場
合
は
恐
ら
く
発
行
総
額
ー
ー
を
増
大
せ
し
め
、
創

業
利
得
分
を
増
大
せ
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
創
業
利
得
の
成
立
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
け

E
+
、

一
立
口

i

配
当
の
利
子
化
の
進
展
の
結
果
で

J

の
第
二
の
点
に
つ
い
て
項
を
改
め
て
み
て

第
二
に
は
、
そ
し
て
こ
れ
が
最
も
基
本
的
な

創
業
利
得
を
額
面
超
過
金
即
ち
。
フ
レ
ミ
ア
ム
と
同
一
視
さ
れ
て

第
四
号

一三

0
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

の
説
明
の
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、

（註―-[) で
あ
る
。

（註―-）

長
坂
教
授
が
「
…
…
…
配
当
が
小
さ
く
な
る
こ
と
は
、

難
な
条
件
を
な
す
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
創
業
利
得
の
大
き
さ
は
、
正
し
く
は
、
配
当
の
大
き
さ
と
、
利
子
率
の
高
さ
に
懸
つ
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ

る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八

0
頁
）
と
い
わ
れ
る
の
は
、
創
業
利
得
を
も
っ
ぱ
ら
プ
レ
ミ
ア
ム
即
ち
額
面
超
過
金
と
し
て
の
み
把
え
て
あ
る
こ
と
に
基

く
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
銀
行
の
力
が
強
け
れ
ば
強
い
ほ
ど
、
配
当
の
利
子
化
は
よ
り
完
全
に
達
成
さ
れ
、
創
業
利
得
は
ヨ
リ
完
全
に
銀
行
の
手
に
帰

す
る
。
逆
に
強
大
堅
固
な
企
業
は
、
投
資
に
際
し
て
み
ず
か
ら
創
業
利
得
を
自
己
の
企
業
に
確
保
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
で
あ
ろ
う
。
」

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,

a. 

a. 
0
.
 S
.
 
1
7
7
.
 

長
坂
聰
、
前
褐
誌
、
八
一
頁
）
と
い
う
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
の
叙
述
に
対
し
て
「
こ
の
『
配
当
の
利
子
化
』
を
『
配
当
が
利
子
と
企
業
家

利
得
と
を
包
括
す
る
場
合
で
さ
え
も
、

る
の
で
あ
る
か
ら
、

株
式
価
格
が
額
面
価
額
に
接
近
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
創
業
利
得
に
と
つ
て
は
ま
す
ま
す
困

こ
の
全
利
潤
は
も
は
や
利
子
の
形
態
で
の
み
受
取
ら
れ
る
』
と
い
う
本
来
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
と
し
て
、
好

意
的
に
解
釈
す
る
す
べ
は
も
は
や
残
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八
一
頁
）
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
i
ン
グ

が
こ
こ
で
の
べ
て
い
る
の
は
前
述
の
④
の
形
態
の
場
合
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
場
合
に
は
、
配
当
率
の
利
子
率
へ
の
接
近
が
進
む
ほ
ど
創
業
利
得
は
増
大
す

ヒ
ル
フ
ァ
デ
i
ン
グ
が
こ
こ
で
い
う
「
配
当
の
利
子
化
」
は
第
一
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
解
し
う
る
の

長
坂
教
授
は
、

す
る
限
り
で
は
、

き
た
い
の
は
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
i
ン
グ
が
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
を
批
判
し
て
「
経
済
学
者
た
ち
が
彼
ら
が
と
も
か
く
も
利
子
と
企
業
者
利
得
と
を
区
別

配
当
を
単
純
に
利
子
プ
ラ
ス
企
業
者
利
得
と
解
し
、

社
の
特
殊
性
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

株
式
の
配
当
の
中
に
は
利
子
だ
け
で
な
く
、

い
う
こ
と
で
あ
る
。
』
と
。

第
四
号

し
た
が
つ
て
個
人
企
業
の
利
潤
と
同
じ
も
の
と
解
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
株
式
会

た
と
え
ば
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
言
う
『
な
お
用
語
の
理
解
の
た
め
に
こ
こ
で
言
っ
て
お

企
業
利
得
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、

貸
付
証
券
の
利
子
率
に
は
こ
れ
が
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と

し
た
が
つ
て
創
業
利
得
の
説
明
は
不
可
能
で
あ
る
。
」

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,

a. 
a. 
0
.
 S
.
 1
4
5
.
 

長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
八
頁
）
と

述
べ
て
い
る
こ
と
を
「
全
く
不
可
解
で
あ
る
。
」
（
七
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
が
、
配
当
が
利
子
プ
ラ
ス
企
業
家
利
得
を
含
む
と
さ
れ
る
だ
け
で
は
創
業
利
得

こ
の
こ
と
が
株
主
の
請
求
し
う
る
収
益
が
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
証
券

第
二
十
五
巻

三
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市
場
の
発
展
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
創
業
利
得
を
成
立
せ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、

的
を
は
ず
し
て
い
る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
九
頁
）
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

「
彼
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
ー
ー
別
府
）
は
『
七
％
』
の
利
延
り
ii
『
配
当
』
を
『
利
子
』
と
し
て

資
本
遠
元
の
基
準
に
と
る
こ
と
に
よ
り
『
配
当
』
の
代
わ
り
に
『
収
益
』
す
な
わ
ち
『
一
五
万
マ
ル
ク
の
利
潤
』
を
資
本
還
元
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
と

り
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
な
る
と
し
か
し
平
均
利
潤
以
上
の
超
過
利
潤
を
あ
げ
、
し
た
が
つ
て
高
配
当
の
可
能
な
優
秀
な

生
遠
歴
記
念
論
文
集
下
巻
、

株
式
会
社
と
い
え
と
も
必
ず
し
も
そ
の
高
配
当
に
昭
応
し
た
高
い
株
式
価
格
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
資
本
遠

元
の
基
準
と
し
て
援
用
さ
れ
た
『
配
当
』
が
通
例
の
株
式
会
社
よ
り
も
大
き
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
鈴
木
鴻
一
郎
、
創
業
利
得
に
つ
い
て
、
矢
内
原
忠
雄
先

帝
国
主
義
研
完
、
昭
三
四
、
二
、
一
―
頁
）
と
。
前
述
の
①
回
の
両
形
態
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
優
秀
な
株
式
会
社

で
あ
る
。

そ
し
て
、

…
…
…
の
高
配
当
」
を
「
資
本
遠
元
の
基
準
」
と
し
て
分
母
に
も
つ
て
こ
ら
れ
る
か
ら
高
い
配
当
に
昭
応
し
た
株
式
価
格
が
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

`
‘
、
、
、
、
、

こ
の
場
合
、
こ
の
企
業
家
利
得
を
含
ん
だ
配
当
は
分
子
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
ヒ
ル
フ
ァ
テ
1
ン
グ
が
分
子
を
収
益
あ
る
い
は
利
潤
と
し
て
い
る
所
以

こ
の
よ
う
な
優
秀
な
会
社
で
あ
れ
ば
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
は
低
く
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
も
低
い
の
で
、

子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
1
1
利
廻
り
を
分
母
に
し
て
資
本
還
元
す
れ
ば
「
そ
の
高
配
当
に
昭
応
し
た
裔
い
株
式
価
格
を
実
現
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

「
七
形
の
利
廻
り
11
配
当
」
と
い
う
場
合
の
配
当
率
は
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
で
分
母
に
来
べ
き
も
の
で
「
優
秀
な
会
社
の
高
配

当
」
と
い
う
場
合
の
配
当
は
企
業
家
利
得
を
含
ん
だ
も
の
で
収
益
と
し
て
分
子
に
来
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
混
同
さ
れ
る
か
ら
疑
問
が
生
じ
て
い
る

の
で
あ
る
。

長
坂
教
授
は
、

で
あ
る
。

（
註
四
）

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
「
創
業
利
得
は
企
業
者
利
得
の
一
括
前
取
り
で
あ
る
」
と
い
う
が
、
「
企
業
者
利
得
は
『
消
え
て
』
は

""-

鈴
木
鴻
一
郎
教
授
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
る
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
口

第
二
十
五
巻

第
四
号

~ 
こ
の
よ
う
な
低
い
利

ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
の
「
ロ
ー
ド
ベ
ル
ト
ゥ
ス
に
対
す
る
批
判
は
全
く
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得

□

ま
づ
、

「
創
業
利
得
も
経
済
的
範
疇
た
り
う
る
」

第
四
号

配
当
は
経
済
的
範
疇
」

（九

八
頁
）
と
。

そ
こ
で
、
「
第
一
に
は
、

配
当
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

潤
は
全
く
こ
の
よ
う
な
規
定
か
ら
は
解
放
せ
ら
れ
る
。

拡
大
再
生
産
は
増
資
に
よ
っ
て
、

よ
り
無
制
約
的
に
な
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
八

企
業
に
あ
っ
て
は
、

い
な
い
。
そ
れ
は
年
々
、
生
産
過
稲
か
ら
産
み
出
さ
れ
て
、
配
当
と
し
て
株
主
に
引
渡
さ
れ
て
い
る
。

の
転
化
物
で
は
な
い
。
創
業
利
得
が
企
業
者
利
得
の
転
向
物
で
あ
り
え
な
い
と
す
れ
ば
、

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八
0
ー
八
二
頁
）
と
し
て
そ
の
根
源
を
株
式
会
社
が
す
ぐ
れ
て
資
本
の
動
員
機
構
た
る
の
点
に
求
め
ら

生
産
過
租
か
ら
産
み
出
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
蓄
積
に
よ
っ
て
し
か
拡
大
再
生
産
を
果
し
え
な
い
。

利
潤
は
何
よ
り
も
蓄
積
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
…
と
こ
ろ
が
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
利

そ
の
株
式
会
社
の
資
本
動
員
力
を
増
」
（
八
九
頁
）
し
、
「
第
二
に
、
…
…

ョ
リ
高
い
配
当
は
ヨ
リ
大
き
な
創
業
利
得
を
意
味
す
る
」
（
九
0
頁
）
と
い
う
こ
と
か
ら
、
「
産
業
利
潤
の
す
べ
て
を
包
括
す
べ
き
要
請
を
も
ち

な
が
ら
も
技
術
的
に
不
可
欠
と
見
な
さ
れ
る
諸
費
用
が
必
要
悪
と
し
て
控
除
せ
ら
れ
る
と
い
う
規
定
に
お
い
て
、

i

頁
）
と
し
て
の
根
拠
を
え
、
「
配
当
が
叙
上
の
よ
う
に
株
式
会
社
に
と
つ
て
必
然
的
で
あ
る
内
容
規
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
」
、

（
九
二
頁
）
の
で
あ
る
。
「
配
当
が
利
潤
マ
イ
ナ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
、
す
な
わ
ち
基
本
的
に
は
利
潤
の
転

化
形
態
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
創
業
利
得
が
企
業
家
利
得
部
分
の
資
本
還
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
」
（
九
二
頁
）
と
。

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
「
一
括
前
取
り
」
論
を
非
難
さ
れ
る
所
以
か
ら
み
て
ゆ
こ
う
。

教
授
の
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
「
…
…
も
し
創
業
利
得
が
企
業
利
得
の
一
括
し
て
の
前
ど
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

第
二
十
五
巻

自
後
に
お
け
る
韮
業
資
本

~ 

れ
る
e

「
個
人
企
業
は
、

し
た
が
つ
て
個
人

さ
ら
に
積
糎
的
に
創
業
利
得
の
根
源
が
究
明
さ
れ
な

は
そ
れ
故
に
こ
そ
、

創
業
利
得
は
生
じ
え
た
の
で
あ
る
。

創
業
利
得
の
実
体
は
企
業
者
利
得
で
は
な
い
。

創
業
利
得
は
決
し
て
企
業
者
利
得

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
、
正
し
く
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え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
』

当
時
の
鉄
道
株
式
会
社
が
あ
っ
た
。

の
生
み
だ
す
利
潤
は
、
こ
の
酌
ど
り
の
た
め
に
減
少
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

対
し
て
自
ら
、

る
。
で
は
、

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
七
九
頁
）
。
「
ヒ
カ
フ
ァ
デ
ィ

そ
れ
が
鉄
道
の
価
格
に
お
い
て
表
嗅
さ
れ
ざ
る
を

第
二
十
五
巻

J

れ
を
創
業
莉
得
と
す
る
。
た
と

ご
う
も
影
響
を
う
け
る
も
の
で
は
な
い
。
…
…
創
業
利
得
は
親
笑
資
本
の
循
環
と
は
な
ん
ら
の
関
係
の
な
い

Aー

G
2
1
,
A
か
ら
え
ら
れ
な
け

企
業
利
得
は
生
産
過
桓
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
が
、
創
業
利
得
は
生
産
過
程
と
は
な
ん
ら
の
関
係
も
有
し
な
い
。

そ
の
株
式
に
対
し
て
科
子
粗
当
分
と
し
て
配
当
の
み
を
支
払
え
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
…
…
し
た
が
つ
て
、
創

そ
の
か
ぎ
り
に
認
い
て
は
、
将
来
に
お
け
る
株
式
会
社
の
祠
潤
に
と
り
、
な
ん
ら
の
負
担
と
な
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
」
（
鎌
田
正
三
、
ア
メ
リ
カ
の
独
占
企
業
、
三
ニ
―
―
-
|
-
―
―
二
四
頁
）
と
い
わ
れ
る
鎌
田
教
授
と
は
異
る
も
の
で
、

創
業
利
得
は
「
利
潤
の
転
化
物
で
あ
る
配
当
を
貨
幣
所
有
者
に
賦
与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を

『
生
産
過
祖
と
は
な
ん
ら
の
関
係
を
も
有
し
な
い
』
と
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
」

い
か
な
る
意
味
で
、
創
業
利
得
は
企
業
家
利
得
の
転
化
物
で
は
な
い
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

長
坂
教
授
は
い
わ
れ
る
。
「
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
…
…
別
府
）
配
当
が
利
子
以
上
に
支
払
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
当
然
に
企
業
に
内
部
留
保

さ
る
べ
き
企
業
者
利
得
が
、
何
の
根
拠
も
な
く
一
括
的
に
創
業
者
の
手
中
に
前
取
り
さ
れ
る
も
の
と
な
し
、

え
ば
、
株
式
会
社
の
利
潤
が
利
子
の
高
さ
に
低
下
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
を
う
け
て
、
『
マ
ル
ク
ス
の
念
頭
に
は
、

そ
し
て
こ
の
点
で
は
彼
の
叙
述
は
お
そ
ら
く
部
分
的
に
は
あ
た
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
部
分
的
に
の

み
、
と
い
う
理
由
は
、
そ
こ
で
も
創
業
利
得
は
す
で
に
利
潤
の
一
部
を
前
取
り
し
て
い
て
、

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,
 
D
a
s
 F
i
n
a
n
z
k
a
p
i
t
a
l
 ̀

 
a. 
a. 
0
.
 
S
.
 1
5
0
.
)

と。」

業
利
得
を
え
よ
う
が
え
ま
い
が
、

産
業
資
本
は
将
来
に
わ
た
っ
て
、

れ
ば
な
ら
な
い
…
…
…
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
六
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い

鎌
田
教
授
の
こ
の
見
解
に

し
か
る
に
、
産
業
資
本
の
生
み
だ
す
祠
潤
は
、
こ
の
た
め
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四
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こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
」

「
株
式
会
社
の
生
産
物
も
、

会
杜
の
普
及
と
と
も
に
、

諸
企
業
は
、

ま
た
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

み
え
な
い
の
は
、

（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
i

ン
グ
、
前
掲
書
、

正
常
な
事
情
の
も
と
で
は
、
個
人
企
業
の
生
産
物
と
全
く
同
様
に
、

（
マ
ル
ク
ス
、
資
本
論
、
向
坂
逸
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
第
十
冊
、

第
四
号

の
均
等
化
に
参
加
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

一
八
―
―
―
頁
）
と
い
つ
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
こ
こ
で
い
つ
て
い
る
こ
と
は
、

長
坂
教
授
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
配
当
が
企
業
者
利
得
を
含
み
え
な
」

お
い
て
の
み
把
え
ら
れ
る
こ
と
、

（
註
一
）

ン
グ
に
あ
っ
て
は
…
…
…
マ
ル
ク
ス
の
鉄
道
株
式
会
社
に
か
ん
す
る
章
句
を
批
判
し
た
叙
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

そ
れ
が
あ
ら
か
じ
め
創
業
利
得
と
し
て
創
業
者
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
さ
れ
て
い
る
。
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八

、
、
、

一
頁
）
。
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
、
あ
た
か
も
、
企
業
家
利
得
そ
の
も
の
が
直
接
的
に
創
業
者
の
手
に
前
取
り
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て

こ
の
よ
う
な
理
解
は
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
イ
ン
グ
の
い
う
「
配
当
の
利
子
化
」
を
前
述
の
第
一
一
の
意
味
に

ま
た
は
、
分
憚
に
来
る
配
当
率
の
あ
り
う
る
こ
と
を
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
「
配
当

の
刹
子
化
」
が
こ
の
よ
う
に
の
み
理
解
さ
れ
を
も
の
で
な
い
こ
と
は
既
に
前
項
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
、
、

企
業
家
利
得
が
直
接
的
に
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
と
は
い
つ
て
い
な
い
。

よ
う
に
「
自
後
に
お
け
る
産
業
資
本
の
生
み
だ
す
利
潤
（
を
…
…
別
府
）
減
少
」

（
鎌
田
正
三
、
前
掲
書
、
三
ニ
―
二
頁
）
せ
し
め
る
も
の
で
も
な
く
、

い
る
か
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八
一
頁
）
＜
す
る
も
の
で
も
な
い
。

マ
ル
ク
ス
が
「
利
欄
は
こ
こ
で
は
純
粋
に
利
子
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
ら
が
単
な
る
利
子
の
み
を
も
た
ら
す
場
合
に
も
、
な
お
可
能
で
あ
る
。
…
…
こ
れ
ら
の
企
業
は
、
必
ず
し
も
一
般
的
利
潤
率

同
じ
価
格
法
則
に
従
う
」
も
の
で
、

株
式
会
社
の
利
潤
は
、
個
人
企
業
の
利
潤
と
全
く
同
様
に
一
般
利
潤
率
の
均
等
化
に
参
加
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

一
八
九
頁
）
と
し
、
こ
の
前
提
の
上
に
、

第
二
十
五
巻

「
株
式

た
と
え
こ
の
よ
う
な
株
式
会
社
の
配
当

一
三
五

か
よ
う
な

ヒ
ル

し
た
が
つ
て
、
創
業
利
得
の
成
立
が
、
鎌
田
教
授
の
い
わ
れ
る

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
創
業
利
得
を

配
当
が
企
業
者
利
得
を
合
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は
ず
で
あ
る
。

ま、≫
 

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

率
が
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
等
し
く
な
っ
て
い
た
と
し
て
も
、

第
二
十
五
巻

こ
の
会
社
企
業
が
生
み
だ
し
た
利
潤
は
か
か
る
配
当
率
で
資
本
還
元

こ
の
擬
制
資
本
と
機
能
資
本
の
差
は
創
業
利
得
と
し
て
大
株
主
、
銀
行
等
の
支
配
者
団
の
手
に
入
っ
て
い
る
、
し
た
が
つ
て
、

配
当
の
利
子
化
は
、
ぶ
企
業
の
生
み
だ
す
利
潤
が
利
子
と
同
じ
大
い
さ
に
「
縮
減
」
し
う
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
価
格
が
創
業

利
得
に
資
本
還
冗
さ
れ
た
企
業
家
利
得
を
含
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、

は
当
つ
て
い
る
が
、
創
業
利
得
の
成
立
を
み
な
か
っ
た
点
で
は
不
充
分
で
あ
っ
た
と
い
つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

配
当
率
が
分
鉦
に
来
る
前
項
で
み
た

S
の
形
態
の
場
合
で
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
利
子

プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
に
等
し
い
配
当
率
は
分
母
に
、
分
子
に
は
収
益
即
ち
配
当
総
額
が
来
る
。

ず
企
業
家
利
得
を
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

（
七
九
頁
）
創
業
利
得
を
「
企
業
者
利
得
の
直
接
的
転
化
物
」

根
拠
も
な
く
」

そ
れ
を
、
長
坂
教
授
は
＠
の
形
態
で
の
み
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
「
何
の

こ
の
よ
う
な
非
難
の
当
つ
て
な
い
こ
と
は
い
ま
み
た
ご
と
く
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
長
坂
教
授

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
と
共
に
、
「
企
業
者
利
得
は
『
消
え
て
』
は
い
な
い
。
そ
れ
は
年
々
、

鎌
田
教
授
の
理
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
マ
ル
ク
ス
を
批
判
し
た
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
叙
述
か
ら
明
か
で
あ
る
こ
と
は
先
に
み
た
…
．．． 
別
府
）
、
配
当
と
し
て
株
玉
1

に
引
渡
さ
れ
て
い
る
（
長
坂
教
授
の
理
解
に
も
か
か
わ
ら
ず
企
業
家
利
得
が
配
当
総
額
に
含
ま
れ
て
株
主
に
分
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
先
に
み
た
•
•
•
…

別
府
）
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
、
正
し
く
は
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
創
業
利
得
は
生
じ
え
た
の
で
あ
る
。
」
（
八
一
ー
八
二
頁
）
と
主
張
し
う
る

う
に
非
難
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

即
ち
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
、
こ
の
場
合
、

さ
れ
、

生
産
過
程
か
ら
生
み
出
さ
れ
て
（
こ
の
こ
と
は

（
九
二
頁
）
と
し
て
「
一
括
前
取
り
」
を
主
張
し
て
い
る
か
の
よ

そ
し
て
こ
の
配
当
総
額
は
利
子
の
み
な
ら

マ
ル
ク
ス
が
「
配
当
の
利
子
化
」
を
み
た
限
り
で

第
四
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

ら
こ
そ
、
そ
れ
は
機
能
資
本
と
し
て
機
能
せ
し
め
る
必
要
は
な
く
、

第
四
号

機
能
せ
し
め
な
く
て
も
創
業
莉
得
を
成
立
せ
し
め
た
だ
け
の
配
当
を
な
す

ヽ

に
必
要
な
利
潤
は
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
創
業
利
得
を
成
立
せ
し
め
た
場
合
に
は
、
会
社
は
そ
れ
に
応
ず
る
だ
け
の
企
業
家
利

、
、
、
．
、
し
ヽ
冨
畜
ヽ
ヽ
ヽ

0
"
、
、
、
＂
、
、
、
、
、
、
、

得
部
分
を
内
部
留
保
し
た
り
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
配
当
と
し
て
年
々
株
主
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

盲
ヽ
、
、
、
、
、
．
、
、
、
．
、
、
、
、
＂
、
畜
ヽ

て
、
そ
れ
だ
け
会
社
の
手
に
内
部
留
保
し
た
り
自
由
に
処
分
し
う
る
利
濶
は
減
少
し
て
い
る
。

し
た
が
つ

得
の
転
化
物
で
は
な
い
。

頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

教
授
の
い
わ
れ
る
如
く
、

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九

創
業
利
得
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
配
当
の
累
積
で
は

る。 い
る
）
か
ら
こ
そ
、

利
子
率
に
よ
る
資
本
還
元
が
な
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、

し
か
し
同
時
に
、
他
方
で
は
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
が
創
業
利
得
を
企
業

企
業
家
利
得
の
資
本
還
元
と
し
て
創
業
利
得
が
生
じ
え
た
の
で
あ

、
、
、

配
当
が
利
子
以
上
に
支
払
わ
れ
る
必
要
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
か
か
る
意
味
で
は
企
業
家
利
得
は
消
え
て

長
坂
教
授
が
「
創
業
利
得
は
決
し
て
企
業
者
利
得
の
転
化
物
で
は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
の
は
、

、
、
、

家
利
得
の
直
接
的
転
化
物
と
い
つ
て
い
る
か
の
如
く
と
ら
れ
、

か
か
る
考
え
方
を
否
定
す
る
意
味
を
も
つ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

積
極
的
に
は
、
「
企
業
者
利
得
は
…
…
…
配
当
に
転
化
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
ま
た
、

な
い
，
…
…
…
創
業
利
得
に
転
化
す
る
も
の
は
、
株
主
に
転
化
し
た
貨
幣
所
有
者
の
手
巾
に
あ
っ
た
貨
幣
で
あ
る
。
」

創
業
利
得
は
資
本
の
集
中
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

か
か
る
意
味
で
は
、
企
業
家
利

し
か
し
同
時
に
、
「
創
業
利
得
が
企
業
者
利
得
部
分
の
資
本
還
元
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
こ
と
も
「
明
ら
か
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
二
頁
）

（

註

一

）

、

、

で
あ
っ
て
、
伺
か
他
の
も
の
が
資
本
還
元
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
創
業
刹
得
が
利
澗
た
る
企
業
家
祠
得
の
資
本
還
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か

そ
の
代
り
、
他
方
で
そ
れ
を
資
本
還
元
し
た
だ

第
二
十
五
巻

一
三
七

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



デ

4
ン
グ
、
前
掲
書
、

と
こ
ろ
で
、

家
へ
の
転
化
を
意
味
す
る
。
「
配
当
の
利
子
化
」
と
は
か
か
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

一
七
八
頁
）
な
の
で
あ
る
。

し
て
の
大
株
主
即
ち
支
配
者
団
の
対
立
的
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

利
得
の
「
一
括
前
取
り
」
で
あ
る
。

能
資
本
家
、
即
ち
大
株
主
及
び
銀
行
で
あ
る
。

創
業
利
得
は
、

そ
し
て
大
株
主
の
支
配
株
主
1
1

機
能
資
本
家
た
る
所
以
は
、

一
方
に
お
け
る
一
般
株
主
の
無
機
能
・
従
属
化
、

他
方
で
の
機
能
資
本
家
と

そ
し
て
そ
れ
は

「
一
の
歴
史
的
過
程
」

（
ヒ
ル
フ
ァ

指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、

他
方
に
お
い
て
、

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
創
業
利
得
が
企
業
家
利
得
の
資
本
還
元
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

遍
冗
と
い
う
こ
と
の
も
つ
か
よ
う
な
意
味
を
端
的
に
表
筑
し
た
も
の
で
あ
る
。

創
業
者
利
得
は
、
や
は
り
、

か
か
る
意
味
に
お
い
て
、
企
業
家

創
業
利
得
し
た
が
つ
て
企
業
家
利
得
を
う
る
も
の
が
支
配
権
を
も
っ
た
大
株
主
、
銀
行
で
あ
る
こ
と
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の

一
般
株
主
の
無
機
能
化
即
ち
科
子
の
み
で
満
足
す
る
単
な
る
貨
幣
資
本

そ
れ
は
企
業
家
利
得
の
資
本

一
般
株
主
の
え
て
い
る
も
の
は
利
子
で
し
か
な
い
。

創
業
利
得
が
企
業
家
利
得
の
一
括
前
取
り

つ
て
で
は
あ
る
が
、

結
局
、

か
く
て
、

創
業
利
得
は
、
「
配
当
の
累
積
」
で
は
な
い
が
、

て
支
払
う
と
し
て
も
、

企
業
家
利
得
を
え
て
い
る
も
の
は
従
属
株
主
た
る
一
般
株
主
で
は
な
く
創
業
利
得
を
え
て
い
る
支
配
者
団
た
る
機

株
式
フ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
け

単
な
る
資
本
の
集
中
を
意
味
す
る
だ
け
の
も
の
で
も
な
い
。

創
業
利
得
が
企
業
家
利
得
の
資
本
還
元

一
般
株
主
が
創
業
利
得
を
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
か
ぎ
り
、
結
局
は
、

一
般
株
主
は
利
子
し
か
え
て
い
な
い
の
で
あ
り
、

け
の
創
業
利
得
を
支
配
者
団
で
あ
る
様
能
資
本
家
は
一
挙
に
得
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
か
か
る
意
味
を
も
も
つ
の
で
あ
る
。

し
た
が
つ
て
、
会
社
が
年
々
の
企
業
家
利
得
を
配
当
と
し

第
二
十
五
巻

創
業
利
得
を
え
た
支
配
者
団
た
る
機
能
資
本
家
が
企
業
家
利
得
を
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

辻
回
的
方
法
を
と
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（巷―一）

如
何
な
る
形
態
に
よ
っ
て
で
あ
れ
、
利
潤
・
企
業
家
利
得
を
自
由
に
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
「
株
式
会
社
を
支
配
株
主
と
従
属
株
主
と
の
支
配

被
支
配
の
関
係
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
は
株
式
会
社
に
関
す
る
一
切
の
問
題
の
出
発
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
馬
場
克
―
―
-
、
株
式
会
社
会
計

の
根
本
問
冦
、
会
計
、
第
六
八
巻
、
第
三
号
、
昭
和
三
十
年
八
月
、
三
頁
）
。
そ
し
て
、
馬
場
教
授
は
こ
れ
を
「
資
本
の
動
化
」
か
ら
ひ
き
出
さ
れ
る
一

（

許

四

）

（

註

万

）

（

註

六

）

つ
の
事
態
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
株
式
会
社
は
資
本
集
中
の
機
構
で
あ
る
と
共
に
、
資
本
支
配
の
機
構
で
あ
る
。

こ
の
第
七
章
、
株
式
会
社
の
曰
配
当
と
創
業
利
得
の
節
の
最
後
の
個
所
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
i

ン
グ
、
前
掲
書
、

発
行
活
勁
の
節
の
最
後
の
方
の
個
所
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
、
前
掲
書
、
ニ
ニ
四
頁
）
も
、
長
坂
教
授
の
解
釈
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
ち
が
つ
て
解
釈
さ
る
べ

（
註
二
）ス

利
子
は
企
業
者
利
得
を
規
定
し
、

「
創
業
利
得
ま
た
は
発
行
利
得
は
、
利
潤
で
も
利
子
で
も
な
く
、
資
本
遠
元
さ
れ
た
企
業
者
利
得
で
あ
る
。
そ
の
前
提
は
、
産
業
資
本
の
擬
制
資
本

へ
の
転
化
で
あ
る
。
発
行
利
得
の
高
さ
は
、
第
一
に
は
平
均
利
潤
率
に
よ
っ
て
、
第
二
に
は
利
子
率
に
よ
っ
て
、
規
定
さ
れ
て
い
る
。
平
均
利
潤
マ
イ
ナ

企
業
者
利
得
は
、
支
配
的
利
子
率
で
資
本
遠
元
さ
れ
て
、
創
業
利
得
を
な
す
。
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
、
前
掲
書
、

三
0
七ー――

1
0八
頁
）
。

（
註
三
）

「
株
式
会
社
に
は
こ
の
一
般
株
主
の
外
に
尚
重
役
階
級
の
大
株
主
な
る
も
の
が
あ
る
。
：
．．．．．．． 
彼
等
は
、
企
業
の
設
立
並
ひ
に
経
営
に
参
加
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、

故
に
又
発
起
人
利
得
、
重
役
賞
与
金
等
の
形
態
に
於
て
企
業
家
利
得
を
獲
得
す
る
限
り
に
於
て
、
機
能
資
本
家
で
あ
る
。
」

昭
六
、
四
五

0
頁
、
傍
点
は
別
府
）
。

「
問
題
の
鍵
は
プ
レ
ミ
ア
ム

(11
創
業
利
得
…
…
…
別
府
）
が
本
来
、
会
社
の
発
起
人
で
あ
り
支
配
者
団
で
あ
る
機
能
資
本
家
に
帰
属
す
る
創
業
利
得
て

あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
れ
を
銀
行
が
支
配
者
団
の
一
晨
と
し
て
専
ら
収
褐
し
（
或
は
そ
の
収
得
の
一
部
分
を
会
社
に
返
還
さ
せ
ら
れ
）
、
も
し
く
は
発

起
人
が
全
額
ま
た
は
一
部
を
引
受
け
て
プ
レ
ミ
ア
ム
を
収
得
し
、
或
は
増
資
の
場
合
、
一
般
株
主
に
も
プ
レ
ミ
ア
ム
収
得
の
機
会
を
与
え
、
公
募
分
に
つ

き
こ
と
は
前
節
で
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
註
一
）

第
二
十
五
巻

第
四
号

一
八
九
頁
）
の
み
な
ら
ず
、

（
中
酉
寅
雄
、

一
三
九

同
章
の
阿

そ
れ

経
営
経
済
学
、
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（
註
五
）

第
二
十
五
巻

い
て
は
会
社
に
プ
レ
ミ
ア
ム
を
流
入
さ
せ
る
、
ー
ー
こ
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
取
扱
が
な
さ
れ
る
と
い
う
の
は
一
体
何
故
で
あ
る
か
。
明
か
に
そ
れ
は
信

用
利
用
上
に
お
け
る
支
配
者
団
内
部
の
勢
力
の
差
や
株
価
維
持
ま
た
は
釣
上
げ
の
た
め
の
機
能
資
本
家
た
ち
の
打
算
か
ら
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
馬

場
克
三
、
株
式
会
社
会
計
の
根
本
問
題
、
会
計
、
第
六
八
巻
、
第
三
号
、
四
ー
五
頁
）
。

尚
、
機
能
資
本
家
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
、

（
註
六
）

特
に
最
近
の
事
情
よ
り
す
れ
ば
、
吟
味
す
べ
き
点
も
存
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

（
註
四
）
馬
場
教
授
は
「
資
本
の
動
化
」
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
株
式
会
社
理
解
の
も
う
―
つ
の
鍵
を
「
資
本
の
商
品
化
、

る
。
」
（
馬
場
克
三
、
前
掲
誌
、
三
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

遠
藤
教
授
も
長
坂
教
授
の
論
文
を
批
判
す
る
論
文
の
中
で
次
の
よ
う
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

合
、
そ
の
こ
と
は
す
で
に
支
配
集
中
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ず
、

得
な
い
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

長
坂
氏
に
あ
っ
て
は
、

こ
の
点
で
、

し
が
た
い
…
•
•
•
…
し
た
が
つ
て
、
…
…
…
氏
の
配
当
規
定
も
ま
た
、

い
づ
れ
も
疑
問
」
で
あ
る
と
し
て
「
い
い
か
え
れ
ば
、

そ
れ
は
別
の
機
会
を
待

擬
制
資
本
の
成
立
と
い
う
こ
と
で
あ

「
株
式
会
社
が
資
本
動
員
の
形
態
で
あ
る
と
さ
れ
る
場

後
者
の
機
能
が
…
…
…
い
ち
じ
る
し
く
軽
視
さ
れ
…
…
…
て
い
る
点
は
否
定

そ
の
こ
と
か
ら
由
来
す
る
疑
問
を
免
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
遠
藤
涸
吉
、
株

式
会
社
の
機
能
に
つ
い
て
、
東
大
社
研
紀
要
、
社
会
科
学
、
第
一

0
巻
、
第
五
号
、
九
頁
）
と
。

鈴
木
教
授
は
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
の
「
所
有
と
経
営
の
分
離
に
は
じ
ま
り
、
群
小
株
主
の
立
場
か
ら
『
配
当
』
と
『
利
子
』
を
同
視
し
、

の
同
視
に
も
と
づ
い
て
『
創
業
利
得
』
を
『
企
業
者
利
得
の
資
本
還
元
』
な
り
と
す
る
議
論
は
、

『
創
業
利
得
』
は
『
利
潤
の
一
部
の
先
取
り
』
で
は
な
く
、
む
し
ろ
群
小
株
主
の
も
つ
て
い
た
遊
休
貨
幣
の
集
積
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
」
（
鈴
木
鴻
一
郎
、
前
掲
書
、
一
九
頁
）
と
い
わ
れ
る
＞
「
群
小
株
主
の
立
場
か
ら
」
と
い
わ
れ
る
の
は
「
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
は
企
業
利
潤
が
全
部

『
配
当
』
と
し
て
支
払
わ
れ
る
と
想
定
し
て
い
る
が
…
…
…
こ
の
ば
あ
い
は
株
主
は
す
べ
て
経
営
か
ら
分
離
し
、
こ
れ
に
対
応
し
て
企
業
者
は
使
用
人
と

し
て
あ
ら
わ
れ
、
し
た
が
つ
て
企
業
利
潤
は
自
己
蓄
積
さ
れ
得
ず
、
す
べ
て
『
配
当
』
と
し
て
支
払
わ
れ
る
以
外
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
二

0
頁）

ち
た
い
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

さ
ら
に
こ

こ
の
二
つ
の
機
能
は
け
つ
し
て
切
り
は
な
し
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発
す
る
も
の
で
は
な
い
。

意
味
に
の
み
理
解
さ
れ
、

一
括
前
取
り
を
直
接
的
転
化
を
主
張
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
、

第
四
号

一
四

た
し
か
に
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、

正
常
な
常

か
か
る
考
え
方
を
正
さ
れ
ん
と
さ
れ
た
こ
と
に

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
い
う
配
当
の
利
子
化
を
前
述
の
第
二
の

ヒ
ル
フ
ァ
デ
i
ン
グ
に
よ
る
「
株
式
資
本
と
貸
付
資
本
と
の
『
性
格
』
の
同
視
は
：
・
…
．．． 
彼
が
後
段
に
お
い
て
改
め
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
大

株
主
に
お
け
る
所
有
と
経
営
の
一
致
に
対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
群
小
株
主
に
み
ら
れ
る
…
…
．．． 
所
有
と
経
営
の
分
離
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
（
一
八
頁
）
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
利
潤
を
全
部
し
た
が
つ
て
企
業
家
利
得
も
全
て
配
当
に
廻
し
、
創
業
利
得
を
全

て
銀
行
が
獲
得
す
る
と
い
う
想
定
は
、
銀
行
と
株
式
会
社
の
関
係
の
究
明
と
い
う
点
か
ら
は
―
つ
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
創
業
利
得
論
に
と
つ
て
は
、
ヒ

ル
フ
ァ
デ
i
ン
グ
の
か
か
る
想
定
を
も
つ
て
彼
が
従
属
株
主
の
立
場
か
ら
問
題
を
立
て
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
創
業

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
点
で
、

業
利
得
は
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

じ
え
た
」

配
当
の
利
子
化
の
い
ま
み
た
よ
う

利
得
論
は
利
潤
が
全
部
配
当
さ
れ
た
と
し
て
も
結
局
企
業
家
利
得
が
資
本
還
元
さ
れ
て
支
配
者
団
の
手
に
即
ち
銀
行
・
金
融
資
本
の
手
に
入
る
も
の
で
あ

支
配
者
団
と
群
小
株
主
と
の
対
立
の
下
に
は
じ
め
て
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
群
小
株
主
の
み
の
立
場
か
ら
は
創

さ
き
に
み
た
如
く
長
坂
教
授
は
、
「
企
業
者
利
得
」
が
「
配
当
と
し
て
株
主
に
引
渡
さ
れ
て
い
る
…
…
·
°
•
そ
れ
故
に
こ
そ
、

（
前
出
）
と
い
う
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
「
創
業
利
得
に
転
化
す
る
も
の
は
、

株
主
•
•
…
…
•
の
手
中
に
あ
っ
た
貨
幣
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
に
ふ
れ
ら
れ
、
創
業
利
得
が
資
本
の
集
中
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
ら
れ
る
が
、

、
、

な
意
味
に
つ
い
て
は
ふ
れ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
そ
れ
は
、
単
に
教
授
が
、

そ
れ
は
長
坂
教
授
が
創
業
利
得
を
資
本
の
集
中
形
態
と
し
て
の
株
式
会
社
の
面
か
ら
の
み
把
握
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

言
一
）

も
の
で
あ
る
。
「
必
要
な
阪
り
の
特
定
の
費
用
と
準
備
金
を
控
除
し
た
残
り
の
利
潤
部
分
は
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
巳

第
二
十
五
巻

と
さ
れ

圃

（
前
出
）

創
業
利
得
は
生
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も
っ
と
も
長
坂
教
授
は
、
「
独
占
組
織
の
進
展
が
市
場
支
配
に
お
い
て
あ
る
租
度
の
完
成
と
固
定
を
み
る
段
階
に
お
い
て
は
、

に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」

資
本
の
動
員
力
を
増
す
と
し
て
、
利
潤
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
重
役
配
当
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
聰
実
に
お
い
て
は
、
配
当
可
能
な
利
益
の
全
部
が
配
当
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

あ
り
、
し
か
も
公
表
さ
れ
た
利
益
が
減
価
償
却
共
の
他
の
費
用
が
過
大
に
計
上
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

内
部
留
保
さ
れ
た
利
益
が
公
表
さ
れ
た
も
の
よ
り
大
で
あ
ろ
う
こ
と
は
既
に
種
々
の
文
献
で
指
摘
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

保
利
益
が
減
価
償
却
と
共
に
会
社
の
資
金
源
泉
と
し
て
注
目
を
引
き
、
所
謂
自
己
金
融
と
し
て
諭
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

親
実
に
お
い
て
は
、
配
当
は
「
利
潤
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
霊
役
配
当
」
で
は
な
く
そ
の
一
部
外
で
し
か
な
い
こ
と
は
、

（
註
二
）
（
註
l
-
-
)

ま
で
も
な
く
明
か
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
遠
藤
教
授
も
批
判
せ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
「
『
支
配
権
を
振
る
大
株
主

は
…
…
…
会
社
の
利
益
を
必
ず
し
も
す
べ
て
配
当
に
充
て
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
会
社
自
身
の
財
産
に
留
保
す
る
傾
向
』
（
宇
野
弘
蔵
、
経
済
政
策

一
五
三
頁
）
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
留
保
は
…
…
配
当
安
定
化
の
た
め
の
準
備
金
…
…
に
の
み
と
ど
ま
る
も
の
で
は
け
つ
し
て
な
い
。
そ

れ
は
、
自
己
金
融
の
た
め
…
…
に
も
使
用
さ
れ
う
る
…
…
し
た
が
つ
て
ま
た
、

命苦＂ 積
枢
的
根
拠
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（
遠
藤
洞
吉
、
前
掲
誌
、
九
ー
一

0
頁
）
と
。

新
た
な
局
面

配
当
を
利
潤
マ
イ
ナ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
と
い
う
抽
象
的
な
か
た
ち

即
ち
、

実
際
に

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八
九
ー
九
0
頁
）
と
。

が
単
な
る
創
余
価
値
の
蓄
積
を
代
替
せ
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、

第
二
十
五
巻

こ
こ
で
改
め
て
諭
ず
る

ま
た
、
留

利
益
の
内
部
留
保
が
行
わ
れ
る
も
の
で

配
当
は
、

第
四
号

そ
れ
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど

態
に
お
い
て
は
拡
大
再
生
産
に
投
ぜ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
、
「
し
た
が
つ
て
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
、
高
い
配
当
に
よ
る
資
本
動
員

こ
の
点
に
配
当
が
蓄
積
基
金
を
含
む
べ
き
も
の
と
規
定
せ
ら
れ
る
…
…

一
四
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て
は
利
子
に
し
か
当
ら
な
い
と
し
て
も
、

第
四
号

鎌
田
教
授
は
「
こ
の
利
潤
た
る
配
当
は
、

と
し
て
、
株
式
会
社
の
資
本
動
員
機
能
に
お
い
て
も
若
干
の
変
化
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
資
本
動
員
機
能
を
高
め
る
こ
と
へ
の
要
請
が
稀
薄
化

す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
よ
り
高
い
配
当
へ
の
衝
動
に
お
い
て
も
当
然
若
干
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

配
当
規
定
の
根
拠
を
「
株
式
会
社
に
あ
っ
て
は
利
潤
は
蓄
積
基
金
か
ら
解
放
せ
ら
れ
」

授
の
配
当
規
定
を
否
定
す
る
意
味
を
も
つ
も
の
と
考
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
現
実
の
配
当
が
利
潤
よ
り
管
理
費
・
重
役
配
当
を
差
引
い
た
も
の
よ
り
更
に
少
い
と
い
う
こ
と
は
、

二
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
の
進
展
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

は
第
一
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
の
発
展
を
基
礎
に
し
て
生
ず
る
も
の
で
あ
る
。

の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
化
を
「
―
つ
の
歴
史
的
過
程
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

者
利
得
も
含
む
」
も
の
と
し
て
受
取
ら
れ
た
配
当
は
、
「
株
式
制
度
お
よ
び
証
券
取
引
所
の
発
展
」
と
と
も
に
、
「
株
式
の
価
格
を
確
定
利
子
附

投
下
の
価
格
に
接
近
さ
せ
て
、

主
が
利
子
の
み
で
満
足
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
れ
ば
、
会
社
は
配
当
を
引
下
げ
ん
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
七
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

（九
0
頁
）
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
よ
り
す
れ
ば
、
「
若
干
の
変
化
」
で
は
な
く
し
て
、

本
節
の
冒
頭
で
の
べ
た
第

こ
の
よ
う
に
、
株

会
社
に
と
つ
て
は
利
子
プ
ラ
ス
企
業
家
利
得
を
含
ん
で
支
払
わ
れ
て
い
た
配
当
を
引
下
げ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
会
社
は
自
ら
の
配
当
の
負
担
を
軽
減
し
資
金
コ
ス
ト
を
引
下
げ
ん
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

株
主
に
と
つ
て
産
業
利
潤
か
ら
の
収
益
を
利
子
に
帰
着
さ
せ
る
」

一四一―-
何
故
な
ら
、
株
主
に
と
つ

（
前
出
）
の
で
あ
る
が
、

即
ち
、
株
主
に
と
つ
て
も
「
利
子
だ
け
で
は
な
く
企
業

す
で
に
見
た
如
く
、

ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
第

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
第
二
の
意
味
に
お
け
る
配
当
の
利
子
へ
の
縮
減

余
価
値
の
蓄
積
を
代
替
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」

教

（
八
九
頁
）
「
高
い
配
当
に
よ
る
資
本
動
員
が
単
な
る
剰

い
て
は
、

本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
」

こ
の
よ
う
な
「
変
化
」
は
、

教
授
が

し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
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B
、
前
例
の
場
合
、

発
行
株
数
は
一
千
株
で
額
面
総
額
一

0
0
万
マ
ル
ク
、

接
近
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
率
に
お
い
て
も
配
当
は
ま
す
ま
す
利
子
の
形
態
に
近
似
す
る
に
い
た
る
。
」
（
鎌
田
正
一
―
-
、
前
掲
書
、

貪
四
）

三
一
七
頁
）
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ま
さ
に
か
か
る
第
二
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
の
進
展
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
が
本
稿

H
の
第
二
節
第
1
項
の
三
八
頁
で
の
べ
た
lI
の
場
合
、
即
ち
、

達
で
き
る
よ
う
に
株
式
の
時
価
発
行
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
第
二
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、

（
註
五
）

利
子
へ
の
縮
減
化
の
―
つ
の
形
態
で
あ
る
。

ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
示
し
た
例
は
、
機
能
資
本
一

0
0
万
マ
ル
ク
、
平
均
利
潤
一
五
％
、
管
理
費
・
役
員
配
当
二
万
マ
ル
ク
、

危
険
割
増
二
形
、

で
、
機
能
資
本
と
の
睾
額
九

0
万
マ
ル
ク
は
自
由
で
創
業
利
得
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

A
、
こ
の
場
合
、

株
式
会
社
の
普
及
と
遊
休
貨
幣
資
本
の
投
資
上
の
競
争
の
結
果
引
下
げ
ら
れ
、

つ
い
に
は
利
潤
の
一
分
岐
を
与
え
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
り
、

そ
こ
で
配
当
可
能
利
益
一
三
万
マ
ル
グ
を
七
％
で
資
本
還
元
す
れ
ば
擬
制
資
本
額
は
約
一
九

0
万
マ
ル
ク

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
が
つ
く
が
こ
の
プ
レ
ミ
ア
ム
は
銀
行
が
と
る
も
の
と
す
れ
ば
、

し
て
銀
行
が
と
り
、
会
社
は
所
要
機
能
資
本
に
必
要
な
一

0
0
万
マ
ル
ク
を
う
る
。

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
、
配
当
率
七
グ
ク
と
す
れ
ば
時
価
は
額
面
に
等
し
く
。
フ
レ
ミ
ア
ム
は
つ
か
な
い
が
、

利
子
率
五
形
、

式
会
社
の
手
に
は
い
る
よ
う
に
な
り
、

は
じ
め
は
相
互
に
等
し
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

一
千
九
百

時
価
総
額
は
一
九

0
万
マ
ル
ク
に
な
る
が
額
面
超
過
金
九

0
万
マ
ル
ク
は
創
業
利
得
と

会
社
は
額
面
分
で
所
要
機
能
資
本
を
調
逹
せ
ね
ば
な
ら
ず
、

配
当
率
―
―
―
―
形
と
す
れ
ば
株
式
時
価
は
千
九
百
マ
ル
ク
で
九
百
マ
ル
ク
の
額
面
超
過
金
即
ち

支
配
的

配
当
の

。
フ
レ
ミ
ア
ム
分
を
も
含
め
て
所
要
機
能
資
本
額
を
胸

配
当
は
株
主
に
、
残
り
の
企
業
利
得
は
株

第
二
十
五
巻

第
四
号

一
四
四

一
般
利
子
率
に
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
口
‘

す
べ
て
会
杜
の
手
に
納
め
れ
ば
発
行
価
格
総
計
は
一

0
0
万
マ
ル
ク
で
所
要
機
能
資
本
一

0
0
万
マ
ル
ク
は
調
逹
で
き
る
。

額
五
一
二
万
マ
ル
ク
を
超
え
る
約
四
七
万
マ
ル
ク
の
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
遊
離
不
可
能
で
創
業
利
得
で
は
な
い
こ
と
は
す
で
に
第
一
一
節
で
み
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
配
当
は
額
面
価
額
の
一
三
形
だ
か
ら
配
当
総
額
は
約
七
万
マ
ル
ク
で
、
機
能
資
本
は
前
と
同
様
一

0
0
万
マ

の
利
子
へ
の
縮
減
化
は
で
き
る
。

即
ち
、
こ
の
場
合
株
価
は
一
千
九
百
マ
ル
ク
に
な
る
か
ら
約
五
三

0
株
を
時
価
発
行
し
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を

D
、
配
当
率
の
こ
の
よ
う
な
直
接
的
引
下
げ
が
困
難
な
場
合
、

右
の

A
.
B
の
場
合
配
当
率
は
異
な
る
が
、

マ
ル
グ
で
あ
る
か
ら
一
三
万
マ
ル
ク
の
配
当
は
利
子
プ
ラ
ス
企
業
家
利
得
で
あ
り
、

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
配
当
率
七
％
の
も
の
を
一
千
株
発
行
し
て
一

0
0
万
マ
ル
ク
の
所
要
機
能
資
本
を
調
逹
し
た
場
合
に
は
、

る
わ
け
で
あ
る
。

万
マ
ル
ク
で
あ
る
か
ら
、

式
プ
レ
ミ
ア
ム
も
創
業
利
得
も
生
じ
な
い
が
、

C
、

る
。
と
こ
ろ
が
、

し
た
が
つ
て
、

配
当
総
額
は
額
面
総
額
一

0
0
万
マ
ル
ク
の
七
％
で
七
万
円
、
機
能
資
本
は
前
と
同
様
一

0
0

配
当
は
株
主
に
と
つ
て
の
み
な
ら
ず
会
社
に
と
つ
て
も
利
子
で
し
か
な
い
。
企
業
家
利
得
は
年
々
会
社
に
留
保
で
き

一
株
の
額
面
一
千
マ
ル
ク
、
配
当
率
一
三
％
と
し
て
も
配
当

第
二
十
五
巻

第
四
号

一
四
五

こ
の
場
合
額
面
総 株

そ
れ
故
に
ま
た
創
業
利
得
が
成
立
し
て
い
る
の
で
も
あ

で
一
三
万
マ
ル
ク
、

B
の
場
合
は
額
面
総
額
一
九

0
万
マ
ル
ク
の
七
形
で
約
一
三
万
マ
ル
ク
で
あ
る
。

所
要
機
能
資
本
も
い
づ
れ
も
一

0
0
万

A
の
場
合
は
額
面
総
額
一

0
0
万
マ
ル
グ
の
一
―
―
-
%

株
発
行
し
九
百
株
が
無
償
株
と
し
て
発
起
人
に
与
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
額
面
総
額
一
九

0
万
マ
ル
ク
で
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
生
じ
な
い
が
、
創

業
利
得
九

0
万
マ
ル
ク
は
発
起
人
の
手
に
入
り
、
所
要
機
能
資
本
と
し
て
必
要
な
一

0
0
万
マ
ル
ク
は
会
社
の
手
に
入
る
。

い
づ
れ
の
場
合
も
配
当
総
額
は
等
し
い
。
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前
掲
誌
、
八
九
頁
）
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

諮
が
稀
薄
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
い
づ
れ
の
場
合
も

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
七
頁
）
を
み
せ
る
段
階
に

る
も
の
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

配
当
は
株
主
に
と
つ
て
の
み
な
ら
ず
会
社
に
と
つ
て
も
、

C
の
場
合
と
同
様
に
、
利
子
に
し
か
当
ら
な
い
。
名
目
的
な
高

て
は
い
な
い
。
だ
か
ら
創
業
利
得
の
成
立
が
み
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
。

か
く
て
、

A
.
B
の
場
合
は
第
一
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
を
意
味
す
る
が
、

資
金
コ
ス
ト
は
軽
減
さ
れ
、
企
業
家
利
得
は
会
社
の
手
に
留
保
さ
れ
機
能
資
本
家
の
支
配

を
受
け
る
。
勿
論
こ
の
よ
う
な
配
当
の
利
子
へ
の
縮
減
化
は
そ
れ
だ
け
創
業
利
得
を
減
少
せ
し
め
、

え
ば
銀
行
等
と
の
間
に
は
「
一
種
の
斗
争
が
展
開
」
さ
れ
、
「
強
大
堅
固
な
企
業
」

（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1

ン
グ
、
前
掲
書
、
二
ニ
三
頁
）
に
し
て
可
能
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
と
の
融
合
の
進
展
は
こ
れ
ら
を
選
択
可
能
の
手
段
と
な
す
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う

現
実
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
第
一
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
と
絡
み
合
っ
て
進
行
す

そ
し
て
、
か
な
り
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
配
当
の
利
子
へ
の
縮
減
化
が
み
ら
れ
、
利
潤
の
内
部
留
保
が
会
社
の
資
金
源
泉
と

し
て
あ
ら
た
め
て
喧
伝
せ
ら
れ
る
に
至
る
の
は
「
独
占
組
織
の
進
展
」
が
「
新
た
な
局
面
」

お
い
て
で
あ
る
が
、
「
高
い
配
当
へ
の
衝
動
に
…
…
…
若
干
の
変
化
」
（
長
坂
聰
、
同
頁
）
が
生
じ
た
と
し
て
、
そ
れ
は
資
本
の
集
中
機
能
へ
の
要

そ
も
（
「
配
当
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
・
・
・
・
・
・
・
・
・
資
本
の
動
員
力
を
増
す
」

例
え
ば
、
先
に
示
し
た
C
の
場
合
に
比
べ
て
D
の
場
合
は
配
当
率
は
高
い
が
集
め
ら
れ
た
資
本
は
同
じ
で
あ
る
。

な
第
二
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
、
利
子
へ
の
縮
減
は
、

の
利
子
へ
の
縮
減
を
意
味
し
、
会
社
の
配
当
負
担
、

い
配
当
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
配
当
は
事
実
上
利
子
に
縮
減
化
さ
れ
、

（
長
坂
聰
、

し
た
が
つ
て
、
創
業
利
得
を
え
て
い
た
例

C
.
D
の
場
合
は
配
当
の
第
二
の
意
味
の
利
子
化
即
ち
配
当

企
業
家
利
得
は
年
々
会
社
の
手
に
蓄
積
さ
れ
、
配
当
と
し
て
支
払
わ
れ

ル
ク
で
あ
る
か
ら
、

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
け

第
四
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一
四
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配
当
総
額
が
同
じ
だ
か
ら
即
ち
一
方
の
配
当
が
多
い
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
別
の
例
を
み
て
み
よ
う
。

例
え
ば
一
九

0
万
マ
ル
ク
の
資
本
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、

C
の
例
に
お
け
る
配
当
率
を
一
三
形
に
高
め
て
み
る
と
、

0
万
マ
ル
ク
と
な
り
、

C
の
場
合
の
配
当
率
七
彩
の
場
合
の
一

0
0万
マ
ル
グ
に
比
べ
て
九

0
万
マ
ル
ク
だ
け
多
く
の
資
本
を
調
逹
で
き
て
い

こ
の
場
合
、
配
当
率
は
七
％
の
ま
ま
に
し
て
発
行
株
数
を
一
千
九
百
株
に
増
加
せ
し
め
て
も
一
九

0
万
マ
ル
ク
の
資
本

そ
し
て
、
何
れ
の
場
合
も
、
配
当
総
額
一
三
万
マ
ル
ク
で
調
逹
さ
れ
た
資
本
額
に
対
し
て
は
七
％
の
利
子
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ

ミ
ア
ム
に
し
か
当
ら
ず
、
企
業
家
利
得
を
含
む
ほ
ど
の
配
当
で
は
な
い
。

と
す
る
と
、
利
子
率
プ
ラ
ス
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
を
一
定
と
す
る
と
、
こ
の
場
合
、
資
本
調
逹
の
大
き
さ
を
決
め
る
も
の
は
配
当
総
額
の
大
き

さ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
利
子
以
上
に
企
業
家
利
得
分
を
も
含
む
高
い
配
当
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

算
定
の
場
合
の
分
鉦
即
ち
資
本
還
元
す
る
率
（
利
廻
り
）
の
低
落
、
即
ち
、
配
当
が
企
業
家
利
得
を
含
ま
な
い
も
の
に
な
る
と
い
う
配
当
の
利
子

危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
率
の
低
下
、
利
子
率
の
低
下
が
資
本
動
員
力
を
増
す
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
「
ヨ
リ
高
い
配
当

社
の
資
本
動
員
力
を
増
す
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
八
九
頁
）
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
の
会
社
の
資
本
動
員
力
の
弱
い
こ
と
の
表
現
で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
個
人
企
業
に
あ
っ
て
は
蓄
積
は
利
潤
か
ら
支
弁
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
…
。
・
・
・
・
・
そ
の
大
き
さ
が
新
投
資
あ
る
い
は
経
営
の
拡
張
に
充
分
と

株
式
。
フ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

は
ヨ
lJ
大
き
な
創
業
利
得
を
意
味
す
る
」

化
の
発
展
、

は
調
逹
で
き
る
。

る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ル
ク
か
ら
一
三
万
マ
ル
ク
に
増
大
す
る
。

す
る
と
、

第
四
号

一
四
七

企
業
家
利
得
を
も
含
め
て
高
い
配
当
を
し
な
け
れ
ば
な

一
株
の
株
価
は
一
千
九
百
マ
ル
ク
と
な
り
、
発
行
株
数
一
千
株
だ
か
ら
株
価
総
額
は
一
九

第
二
十
五
巻

む
し
ろ
、
擬
制
資
本
額

（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
0
頁
）
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
「
配
当
は
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、

そ
の
株
式
会

配
当
総
額
は
七
万
マ
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（
註
二
）

末
永
隆
甫
編
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
資
本

当
」
と
し
て
も
本
質
的
に
か
わ
り
は
な
い
。

配
当
を
「
利
潤
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
重
役
配

な
い
」
（
八
九
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、

的
な
配
当
政
策
を
可
能
に
す
る
た
め
の
『
準

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
準
備
金
」
は
「
安
定

法人企業内部留保率（％）

I全産業製造業

1929 29.6 37.5 

33 -656.0 -76.1 

39 23.7 40.0 

43 57.5 59.1 

45 43.4 39.8 

46 57.0 57.1 

47 65.4 66.4 

48 64.5 66.3 

49 53.0 53.1 

50 58.5 61.0 

51 51.5 55.3 

52 44.3 45.2 

53 44.4 46.4 

54 39.3 44.6 

55 47.4 53.8 

56 43.9 49.1 

（註） A Supplement to 
the Survey of Current 
Business, National In-
come 1954, 21表， 22表

より算出
（分子）法人企業内部留

保
（分母）法人企業内部留

保＋配当

（
註
一
）

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

な
る
ま
で
、
潜
在
的
貨
幣
資
本
と
し
て
集
積
さ
れ
る
。

だ
が
こ
の
場
合
に
も
、

第
二
十
五
巻

こ
れ
に
対
し
て
株
式
会
社
で
は
も
ち
ろ
ん
配
当
が
ま
ず
株
主
た
ち
に
払
い
出
さ
れ
る
。

こ
と
に
配
当
が
高
く
て
い
ち
ぢ
る
し
く
平
均
利
子
率
を
超
え
る
場
合
に
も
、
利
瀾
の
諸
部
分
を
蓄
積
す
る
可
能
性
は
存

0

0

、
富
ヽ
畜
ヽ
言
ヽ
｀
ヽ
、
、
畜
冨
畜
ヽ
鼈
ヽ
ヽ
｀
、
、
、
．
、
、
、
｀
ヽ
ヽ
ヽ

す
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
拡
張
は
、
経
営
の
自
己
収
益
か
ら
の
本
来
の
蓄
積
に
は
依
存
し
な
く
な
り
、
直
接
に
増
資
に
よ
っ
て
お
こ

ヽな
わ
れ
る
。
個
人
企
業
の
成
長
の
制
限
ー
ー
ー
経
営
そ
の
も
の
に
お
い
て
産
み
出
さ
れ
る
利
潤
の
大
き
さ
|
|
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

て
株
式
会
社
の
成
長
力
は
個
人
企
業
の
そ
れ
よ
り
も
い
ち
ぢ
る
し
く
大
き
い
も
の
で
あ
る
。
」

掲
誌
、
八
八
頁
、
傍
点
長
坂
教
授
）
。

(
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
,
 
a. 
a. 
0
 
• 

s. 
1
6
6ー

7
)

(
長
坂
聰
、
前

利
潤
の
蓄
積
基
金
か
ら
の
解
放
と
高
い
配
当
ほ
ど
資
本
の
動
員
力
を
増
す
こ
と
を
主
張
さ
れ
る
の
で
あ

る
が
、
拡
張
が
利
潤
の
蓄
積
を
超
え
て
増
資
に
よ
っ
て
な
し
う
る
こ
と
は
、
利
潤
に
よ
る
蓄
積
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

長
坂
教
授
は
配
当
を
「
利
潤
マ
イ
ナ
ス
管
理
費
・
重
役
配
当
（
あ
る
い
は
さ
ら
に
マ
イ
ナ
ス
『
準
備
金
』
）
」
（
長
坂
聰
、
前
掲
誌
、
九
0
頁
）
と
い
わ

備
金
色
で
あ
っ
て
「
決
し
て
蓄
積
基
金
で
は

長
坂
教
授
は
こ
の
引
用
に
続
い
て
、

第
四
号

一
四
八

し
た
が
つ
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株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（
註
五
） 主

義
の
分
析
（
昭
和
三
三
年
）
の
第
四
章
利
潤
分
析
の
章
の
五
七
頁
に
前
頁
の
表
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
註
三
）

「
こ
の
高
め
ら
れ
た
収
益
は
、
…
…
…
決
し
て
必
ず
し
も
株
主
の
利
益
に
な
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

立
に
あ
て
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
…
…
或
い
は
、
こ
の
収
益
の
う
ち
か
ら
一
部
分
が
蓄
積
さ
れ
え
、
し
た
が
つ
て
、
現
実
に
機
能
す
る
、

資
本
が
、
名
目
資
本
を
高
め
る
こ
と
な
し
に
、
高
め
ら
れ
う
る
。
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
、
前
掲
書
、
ニ
―
六
頁
）
。

鎌
田
教
授
は
、
こ
の
と
こ
ろ
の
参
照
個
所
と
し
て
、
す
で
に
本
稿
の
―
ニ
ニ
頁
で
引
用
し
た
、
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
の
「
し
た
が
つ
て
、

の
帰
着
は
…
…
…
企
業
者
利
得
も
合
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
ヒ
ル
フ
ァ
デ
1
ン
グ
、
前
掲
書
、
一
七
八
頁
）
と
い
う
第
一
の
意
味
の
配
当
の
利
子
化
を

意
味
す
る
一
節
を
示
し
て
あ
る
。
即
ち
教
授
は
、
こ
の
個
所
を
も
含
め
て
、
配
当
の
利
子
化
を
も
つ
ば
ら
配
当
の
利
子
へ
の
縮
減
と
い
う
第
二
の
意
味
に
お

い
て
理
解
さ
れ
、
そ
し
て
、
創
業
利
得
を
点
国
に
四
国
益
玉
忠

Ix0団
韮
斜
ー
謬
溶
7
。マル

T
↑
,
)
1
苦
言
（
器
亘
緊
料
器
）
と
さ
れ
る
。
し
た
が
つ
て

芸

虫

＇

養

「
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
は
経
営
が
強
固
に
な
れ
は
な
る
ほ
ど
、
す
な
わ
ち
独
占
企
業
ほ
ど
零
に
近
く
な
る
」
（
鎌
田
正
三
、
前
掲
書
、
三
二
六
頁
）
も
の
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
「
そ
こ
で
行
わ
れ
る
株
式
の
発
行
に
よ
り
創
業
利
得
が
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
」
（
三
二
五
頁
）
の
で
あ
る
が
、
長
坂
教
授
は
か
か
る
見
解

は
創
業
利
得
を
「
…
…
…
利
子
に
、
独
占
企
業
な
る
が
故
に
附
加
す
る
必
要
の
な
い
危
険
プ
レ
ミ
ア
ム
が
任
意
に
附
加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
も

川
合
教
授
は
「
配
当
は
今
日
の
段
階
で
は
、

い
わ
れ
、

げ
る
傾
向
が
あ
る
。

と
の
べ
て
あ
る
。
尚
、

の
と
せ
ら
れ
る
か
ら
…
…
…
肯
首
し
が
た
い
」

第
四
号

一
四
九

そ
の
一
部
分
は
企
業
の
強
化
に
、

準
備
金
の
積

利
潤
を
生
産
す
る

本
来
観
念
的
な
擬
制
の
所
産
に
す
ぎ
な
か
っ
た
自
己
資
本
利
子
の
客
体
化
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と

更
に
こ
の
文
の
註
記
と
し
て
「
こ
れ
は
普
通
は
ま
ず
中
小
株
主
に
と
つ
て
お
こ
る
配
当
の
利
子
化
と
い
わ
れ
る
現
象
の
、
会
社
側
に
お
こ
る
事

態
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
配
当
の
利
子
化
の
質
的
な
面
で
あ
る
が
、
量
的
に
も
そ
の
こ
と
が
お
こ
っ
て
く
る
。
最
近
の
よ
う
に
金
利
水
準
が
低
下
し
て
く
る

と
、
株
価
騰
貴
に
よ
る
投
資
家
の
利
廻
り
低
下
と
は
別
に
、

利
益
率
は
低
下
し
な
く
て
も
会
社
自
体
の
方
か
ら
配
当
率
を
金
利
水
準
に
照
応
さ
せ
て
引
下

こ
れ
は
配
当
利
子
化
の
よ
り
高
度
な
段
階
で
あ
る
。
」
（
川
合
一
郎
、
証
券
制
度
、
講
座
信
用
理
論
体
系
Ill
、
昭
三
一
、
二
八
五
頁
）

教
授
は
所
要
機
能
資
本
を
渦
達
す
る
も
の
と
し
て
会
社
が
得
た
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
を
も
創
業
利
得
と
さ
れ
る
点
で
私
と
異
る
。
こ

第
二
十
五
巻

（
長
坂
聰
、
前
掲
書
、
九
六
頁
）
と
さ
れ
る
。
同
感
で
あ
る
。

（
註
四
）

こ
の
利
子
へ
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〔
附
記
〕

入
っ
て
静
か
な
流
れ
の
な
か
に
漸
次
成
熟
し
発
展
を
と
げ
つ
つ
活
澄
な
議
論
を
誘
導
す
る
に
至
る
」

開
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
一

0
0巻
、
第
一
号
、
昭
三
四
・
七
、
五

O
I五
一
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。

究
明
の
た
め
に
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
る
べ
き
幾
多
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
。

尚
、
本
稿
は
ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
検
討
を
直
接
の
課
題
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、

授
の
所
論
に
も
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
必
要
な
限
り
に
お
い
て
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、

れ
る
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
教
示
を
受
け
る
と
こ
ろ
の
多
か
っ
た
こ
と
を
感
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
は
昭
和
三
四
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

し
発
展
を
み
た
…
…
。

し
か
し
、

理
解
す
べ
き
か
と
い
う
会
計
学
上
の
問
題
に
あ
る
。

以
上
、
所
要
機
能
資
本
と
し
て
会
社
に
入
手
さ
れ
た
株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
は
創
業
利
得
と
し
て
で
は
な
く
資
本
と
し
て
理
解
さ
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
を
、
所
要
機
能
資
本
と
配
当
の
利
子
化
と
い
う
点
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、

四

株
式
プ
レ
ミ
ア
ム
と
創
業
利
得
⇔

（
一
九
六0
•
三
・
ニ
四
）

（完）

思
わ
ざ
る
誤
解
や
非
礼
な
き
か
を
恐

第
二
十
五
巻

れ
は
教
授
が
額
面
超
過
金
即
ち
株
式
。
フ
レ
ミ
ア
ム
を
も
つ
て
創
業
利
得
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

資
本
会
計
論
は
「
専
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
社
会
制
度
の
特
殊
な
歴
史
的
事
情
の
な
か
で
蒻
芽

一
九
二

0
年
代
ま
で
の
資
本
会
計
は
そ
こ
に
未
だ
統
一
概
念
構
造
の
展
開
は
み
ら
れ
ず
、

一九――

1
0年
代
に

（
武
田
隆
二
、
資
本
会
計
理
論
の
構
造
的
展

≫
ヽ

こ
の
よ
う
に
現
代
の
問
題
で
あ
る
資
本
会
計
の

必
要
な
限
り
で
ふ
れ
た
に
す
ぎ
な
く
、
ま
た
、
諸
教

乱
の
課
題
は
資
本
剰
余
金
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

第
四
号

一五

0
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